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１．学習のねらい

普段、何気なく見過ごしていたり、これまで当たり前としてなされてきたことに対して、今一

度立ち止まって考え、環境問題という視点で認識を深めたり、考え方を変更したり、または一部

修正したりするきっかけを作ります。

２．実施について

（１）実施時期：１年を通して可能

（２）実施場所：普通教室

（３）指導時数：１時間程度

（４）指導対象：全学年で可能ですが、内容によっては発達段階を考慮して下さい。

３．準備するもの

（１）新聞やテレビのほか、学校や地域のなかで、身近な討論の課題を見つけておきます。

朝の会での話や普段の会話、テレビで見たことなど、どんなことでもよいので、まずは

身近な問題から取り上げればいいでしょう。また、この学習の目的としてではなく、子ど

もたちと外に出たときには、いろいろな気づきを大切にしたいものです。

（２）見つけた課題を一覧にしたものを印刷して資料とします。

（こどもたち全員に配布し、その問題を共通理解します。）

＜事例＞

①公園の大きなクスノキが、「落ち葉が多くて掃除が大変だ。」との理由で切られてしまった。

（または、そんな計画がある。）

②近くのため池で、ブラックバスを釣る人が増えてきた。

③登校の途中、ツバメのひなが落ちていたので、児童が学校に持ってきた。

④校庭のソメイヨシノに発生した大量のオビカレハの幼虫（毛虫）を、先生が殺虫剤で駆除

した。（または、しようとしている）

⑤田んぼの横のコンクリートの溝が干上がって、フナがたくさん死んで干からびている。

⑥町に出てきたツキノワグマが撃ち殺された。

⑦学校で飼っているウズラが大きなアオダイショウに飲まれた。（または、その場面に直面

している。）

⑧河川敷の運動公園の周りに広いコスモス畑ができた。（または、すでにある。）

⑨飼っているカマキリに、えさとしてバッタをあげた。

⑩近くの雑木林で、外国産のクワガタムシが採れた。

４．学習の進め方

（１）まず、何について、何を視点にして話し合うかを確認します。

例えば、⑧のコスモスであれば、まず「きれいになってよかった。」という肯定的なこ

とから入ります。この作業をして下さった方にも感謝の気持ちを持たせたいと思います。

次に、「しかし・・」というところから本題に入ります。まず、このコスモスを植えるた

めにどんなことをしたかを想像させます。「そこの植生を破壊したこと」、そして「大量の

園芸用土を搬入したこと」などです。

そして、このコスモスはこれからどうなるかを考えさせます。冬が近づき、種ができる

頃には、放置され大量の種が風に飛んでいきます。そんななことは、「コスモスの花を愛

でている」だけでは気づかないことです。よって、指導者が提示する必要があります。

また、⑦のアオダイショウのことであれば、まず「アオダイショウとしては、全く悪い

ことはしていない。」ということの確認をします。アオダイショウは、ただ餌を食べただ

けに過ぎません。ウズラを食べなければ、アオダイショウは空腹のまま過ごさなければな

らないし、さらに次の獲物を探すことに労力を費やさなければなりません。「ウズラがか

わいそう。」という一面だけではなく、アオダイショウの側に立った考え方もできるよう

な指導が必要です。

５．実施上の工夫・留意点

（１）どんな課題についても、「他者理解」を基本にします。一方的な考え方ばかりではなく対

立意見が生じるような討論にしなければなりません。

（２）結論を出してはいけません。「いろいろな考えの人がいるんだ。」ということを子どもたち

がわかることに大きな意義があります。

（３）児童の保護者などが、その事柄に直接関わっているような場合は、なるべく扱わないよう

にします。

【資料】 予想される児童の考え方（対立意見を含む）

分類　衣食住・地域社会

題名 子どもに身近な環境問題討論会
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環境教育に学級討論会を取り入れる場合、前述のようなプログラムが最適ですが、本

格的なディベート学習を取り入れたい方は、下記の資料等を参考に研究してください。

なお、確かにディベートは環境問題を取り扱う学習に有効であると思いますが、扱い

方を誤ると大変難しい部分が出てきます。十分に研究し、検討された上で、環境学習の

一つの手段として応用されるとよいでしょう。

①総合的な学習の時間で＜話し合って決める＞スキルを育てる『みんなのディベート授業』

樋口裕子･著（2003年）日本文教出版

②★ファックス資料★総合学習に役立つ『小学校/ディベート授業がてがるにできるモデル立論集』

全国教室ディベート連盟編（1999年）学事出版

③ＤＶＤ教材テキスト『ディベートで学ぶエネルギー問題』総合的な学習の時間を活用して

藤川大祐監修（2005年）全国教室ディベート連盟東海支部

環境教育とディベート学習コラム
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